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オリックス生命保険株式会社 

 

オリックス生命保険株式会社（本社：東京都港区、社長：片岡一則）は、公益社団法人

企業情報化協会（以下、「IT協会」）が主催する 2019年度「IT賞」において、「IT奨励賞」

を受賞しましたのでお知らせします。 

「IT 賞」は、“IT を高度に活用したビジネス革新”に顕著な努力を払い、成果を挙げた

と認めうる企業・団体・機関および個人に対して、IT 協会が授与するものです。そのなか

でも「IT 奨励賞」は、取り組みの成果に将来性や発展性があると認められた企業へ贈られ

ます（＊）。 

 

当社は、個人保険の保有契約件数が 400 万件を超えるなどビジネスの拡大に伴い、これ

まで以上に安定した IT サービスの提供に努めています。システム変更案件の増加に対し、

トラブルの発生リスクを案件ごとに一定の基準で数値化し、そのリスクレベルに応じた審

議プロセスとする運営体制が評価され、本賞を受賞しました。 

 

今後も、お客さまに安定したサービスをお届けできるよう、業務改善や効率化を続け、

多くのお客さまに選ばれる保険会社を目指してまいります。 

以 上 

（＊）受賞先の一覧は、IT協会のホームページからご確認ください。 

https://www.jiit.or.jp/im/award.html  

ITの高度活用企業を表彰する IT賞で「IT奨励賞」を受賞 
～ビジネス拡大を支える安定した運営体制が高評価～ 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

経営企画部広報チーム 高原・林 TEL： 03-6685-7996 

https://www.jiit.or.jp/im/award.html
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【受賞内容と受賞理由】 

＜受賞内容＞ 

受賞名：IT奨励賞 「リスクベースアプローチの変更管理による安定した ITサービスの

提供」 

＜受賞理由＞ 

オリックス生命では、過去に発生した ITサービス変更の失敗によるシステム停止を教訓

として、ITインフラのライフサイクル管理を徹底し、ITサービスの中断を未然に防ぐ取

り組みを行った。 

解決策としてCOBIT®2019Design Guideを尺度としたリスクベースアプローチを取り入

れた。また、SIAMの考え方を採用し効率的な運用体制を構築した。 

その結果、ビジネス部門でもリスクベースアプローチを判断軸に加えるなどの波及効果も

有り、システム変更起因による障害件数を削減させるなど自社システムの安定運用に貢献

している。 

 


